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壱万円

区議会からのお知らせ
ＣＡＴＶ議会放送について
　第２回定例会（６月３日～６月26日開会予定）におけ
る区長所信表明・各会派の一般質問をJ：COM台東
【11ch】で録画放送いたします。
　放送予定は次のとおりです。ぜひご覧ください。
○区長所信表明・一般質問
　６月28日（金）午後１時～５時
　【再放送は29日（土）の同時間】

第185号（７月20日発行）の１面の写真を
募集しています
　内　　容：�台東区内の夏の風景（台東区の行事、お祭

り、季節の花など）
　応募資格：�どなたでも応募できます。
　写　　真：�現像した写真（２Ｌ判）。明らかに人物を特

定できる場合は本人の了承を得てください。
　応募方法：�住所、氏名、連絡先、撮影場所を明記した

メモなどを同封し、議会事務局宛に郵送ま
たは持参してください。

　掲載事項：撮影者の氏名
　締　　切：６月20日（木）必着

＊�なお、応募いただいた写真は、返却いたしませんの
で、ご了承ください。

会 　 計 　 名 25年度予算額 24年度予算額 比　　較 増減率（％）
一 般 会 計 898億円 938億円 △40億円 △4.3%
国民健康保険事業会計 233億5,400万円 226億2,900万円 7億2,500万円 3.2%
後 期 高 齢 者 医 療 会 計 41億1,000万円 40億3,800万円 7千200万円 1.8%
介 護 保 険 会 計 134億5,700万円 130億8,200万円 3億7千500万円 2.9%
老 人 保 健 施 設 会 計 7,165万8千円 5,987万7千円 1,178万1千円 19.7%
病 院 施 設 会 計 3億3,173万3千円 3億2,652万6千円 520万7千円 1.6%
合 計 1,311億2,439万1千円 1,339億3,540万3千円 28億1,101万2千円 △2.1%
用 地 会 計 ― 40億3,000円 △40億3,000円 皆減

※ 用地会計については、執行実績のない年度が続き、25年度も執行予定がないことから、予算の編成が見送られました。

平成25年度予算の概要

民生費3,920円
高齢者や児童、障害のある方、生活に困っている方の福祉のため
にかかる費用
主な事業：生活保護、障害福祉サービス、自立促進

教育費1,380円
学校・保育園の整備・運営や生涯学習の振興のためにかかる費用
主な事業：�（仮称）第三認定こども園施設整備�

緊急保育事業「柳北保育室」の開設�
第６８回国民体育大会�
忍岡中学校大規模改修�
共同型家庭的保育事業

平成25年度一般会計当初予算額を１万円に換算して
目的別に表したものです。10,000円の使われ方

予算全般
問�　事業を精査するにあたり、各部、各課においてどのよ
うに論議され、職員間でどう認識されたと考えているの
か。今後どのように予算を執行していくのか。
答�　プレゼンテーション等を通じ、職員の意識の共有化に
努め、区民生活への影響や予算執行率等の視点から事業
の見直しに取り組んだ。本委員会での意見等を十分踏ま
え、効果的な事業の実施に努めていく。
問�　「区民の視点に立った施策を迅速かつ的確に実施して
いく」という所信表明における決意は、予算案のどこに
示されているのか。
答�　地域防災力の更なる向上、保育所待機児童への対応を
含めた次世代の育成などの事業の充実を図り、社会情勢
や区民ニーズを反映した取組みに重点的に財源を配分で
きた。こうした施策を着実に推進していく。

歳　　入
問�　特別区税や特別区交付金の増収をどのように把握し見
込んだのか。今後の伸びの予測と、短期的、長期的な対応
はどうか。
答�　特別区税は、納税義務者の推移等を踏まえ、特別区交
付金は、市町村民税法人分の増などを見込んだ。26年度
以降の特別区税や特別区交付金は、ほぼ横ばいと見込ん
でいる。今後も中・長期的な視点に立った健全な財政運
営に努めていく。

歳　　出
問�　今後５年間で多くの職員が退職を迎え、若い職員の離
職や病気による欠勤、退職制度の問題等多くの課題があ
る。この状況をどう認識し、解決しようとしているの
か。
答�　改定した人材育成基本方針に基づき、時代の変化や区
民ニーズに迅速に対応できる職員を育成していく。退職
者の増加を踏まえ、新たな制度も視野に入れた対応も必
要と考える。
問�　区有施設について、次期長期総合計画にも反映できる
よう、経営的な視点をもって整備を行うファシリティマ

ネジメントに係る基本方針を定め、保全計画を策定すべ
きではないか。

答�　施設保全システムを整備し、施設情報の一元管理の徹
底化を図っていく。その後、区有施設の維持・保全・適
正化に関する基本方針を定め、中・長期的な保全計画も
策定していく。

問�　生活保護について、ケースワーカーの増員とともに、
委託事業の充実、非常勤職員の増員による効果を検証
し、更なる体制強化が必要ではないか。

答�　毎年ケースワーカー等の増員を図っている。稼動年齢
層の受給者等の自立支援のため、就労支援員等を増員
し、課題等を多角的に検証した上で、更なる体制強化を
検討していく。

問�　タバコの健康への悪影響についての普及啓発をさらに
進め、公共施設内での喫煙対策を考えてはどうか。

答�　第二次健康たいとう21推進計画に基づき、小中学校で
喫煙防止の教育等を実施する。施設の状況に応じ受動喫
煙防止対策を講じているが、今後、他自治体の状況等も
調査する。

問�　浅草観光連盟への補助金について、余剰金の全体像が
検証されるべきであるが、その解明について、どのよう
に考えるか。

答�　補助金は、透明性を高め、適正な執行を図るべきもの
であり、観光連盟の収支報告書等を確認してきた。４月
から、事業終了後に実績報告書等に併せ、帳票類等の写
しを提出させる。観光連盟では、現在口座の調査をして
おり、その結果を総会で報告すると聞いている。

問�　ものづくりの人材育成事業や、ものづくりのまちのイ
メージアップにつながる事業を一層、充実・進展させて
いくべきではないか。

答�　産業振興プランに基づき、台東デザイナーズビレッジ
の機能の充実などに積極的に取り組んでいくことで、も
のづくり分野の人材の集積・育成を図り、産業の活性化
に努めていく。

問�　アメ横耐震化補強工事について、アメ横商店街とJR
東日本等との協議には、様々な難航が予想される。アメ
横商店街の要望を十分考慮し、交渉すべきではないか。

答�　商店街の要望を踏まえつつ、円滑な工事の実施とアメ
横の賑わいの確保を念頭に置き、可能な限り協力してい
く。

問�　加算型ファミリー世帯家賃支援制度の新規募集やマイ

ホーム取得支援制度を終了する理由と、ファミリー層の
定住化に向けた取組みはどうか。

答�　従来の定住施策に一定の効果があった。一方で、今後
の定住促進には、住宅施策の方向性を見直すことにし
た。今後も、居住環境を向上させるための支援を行って
いく。

問�　敷地の共同化等によって、快適な街並みを生み出すこ
とが効果的であるが、区はどのように進めていくのか。

答�　まちづくり相談員派遣制度などを通じて、相談に応じ
ている。ホームページの充実を図るとともに、相談員派
遣制度などもPRしながら、積極的に取り組んでいく。

問�　マンション建設問題などの様々な課題が発生している
が、都市計画マスタープランで定めている地域別整備方
針が十分に周知されていないことが、原因の一つではな
いか。

答�　周知は、ホームページやまちづくりの啓発事業を通じ
て行っている。支援体制の充実を図りながら、行政と区
民との協働による計画的なまちづくりに取り組んでい
く。

問�　今後どのように待機児童対策を進めていくのか。
答�　保育所等整備計画の見直しを行い、25・26年度の事業
内容を、共同型家庭的保育や認証保育所を待機児童の多
い地域に誘致することを中心とした。この内容を着実に
実施し、区民が安心して子育てができる環境づくりを進
めていく。

問�　台東区総合学力調査結果によると、中学校の社会と理
科が全国平均を下回っている。学力向上について、どの
ように推進していくのか。

答�　区内教員による社会・理科プロジェクトチームで作成
した確認問題を各小学校で活用し、中学校で再び同じ問
題のテストを実施するなど、学力定着の確認を徹底して
いく。理科についてはスーパーティーチャー育成の研修
を充実させ、教員の指導力を高めていく。

問�　国民健康保険料の値上げが、被保険者にとって、どの
ような影響を及ぼすと認識しているのか。一人親世帯、
多子世帯など、子育て世帯の負担増にどのように対応す
るのか。

答�　２年間の経過措置終了に伴い、住民税非課税世帯の方
を対象に、新たな減額措置を実施することとした。子育
て世帯の保険料については、現行制度の中で適切に対応
していく。

予算特別委員会での主な質疑

文化観光費160円
文化・観光の振興のためにかかる費用
主な事業：朝倉彫塑館改修

衛生費850円
健康づくりや環境の保全・清掃事業のためにかかる費用
主な事業：�ごみ収集作業運営�

我が社の省エネチャレンジ

土木費680円
まちづくりの推進や道路・公園の整備のためにかかる費
用
主な事業：�電線類地中化モデル実施、雷門地下駐車場運

営・上野中央通り地下駐車場運営、緑と水辺
を活かす隅田公園づくり（園地整備）

その他1,390円
区議会の運営、特別会計への繰出し、区債の償還などの
ためにかかる費用

産業経済費380円
地域産業の振興や消費者保護のためにかかる費用
主な事業：専門コーディネーター相談

総務費1,240円
災害時の対策、区民利用施設の運営のためにかかる費用
主な事業：�緊急輸送道路沿道建築物の耐震化助成、（仮称）谷中

防災・コミュニティ施設の整備、安全で安心して住め
る建築物等への助成、初期消火体制の強化

■ （閉会中）
１． 22 子育て支援特別委員会［行政視察］

23 議会運営委員会

25 例月常任委員会（企画総務、区民文教、保健福
祉、産業建設）

28 議会運営委員会
31 保健福祉委員会［行政視察］

■ （第１回定例会）

２． ４
議会運営委員会
本会議（区長所信表明）※ １
予算特別委員会

９ 議会運営委員会
本会議（代表質問）※ １

12 本会議（一般質問）※ １
13 子育て支援特別委員会
14 環境・安全安心特別委員会
15 文化・観光特別委員会
18 用地活用・地区整備特別委員会
19 産業建設委員会
20 保健福祉委員会
21 区民文教委員会

２． 22 企画総務委員会
28 予算特別委員会（説明会・基本質問）※ １

３． １～６ 予算特別委員会
18 予算特別委員会（総括質問）※ １

25

議会運営委員会
予算特別委員会
本会議
保健福祉委員会
産業建設委員会
企画総務委員会

■ （次回定例会予定）

６． ３ 議会運営委員会
本会議（区長所信表明）※ ２

10 議会運営委員会
本会議（一般質問）※ ２

11 子育て支援特別委員会
12 環境・安全安心特別委員会
13 文化・観光特別委員会
14 用地活用・地区整備特別委員会
17 産業建設委員会
18 保健福祉委員会
19 区民文教委員会
20 企画総務委員会

26 議会運営委員会
本会議

※１は、現在インターネットにより録画中継しています。
※�２は、ＣＡＴＶ及びインターネットにより録画中継します。
（アドレス：http://www.kensakusystem.jp/taito-vod/）
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